
ファミリー・サポート・センター 

子育子育ての応援応援をしたい方・必要必要な方は入会入会を 子育ての応援をしたい方・必要な方は入会を 

提供会員の木村憲子さん 
（長崎在住） 

　木村さんは、現在１歳３カ月の
芝原大地くんの保育園へのお迎
えを受け持っています。「ファミリー・
サポート・センターの会員になって
約７カ月、３人の子どもたちも結婚し、
何かしようと思っていたとき、友人
から近所のお子さんの保育園へ
の送り迎えを頼まれたのがきっか
けで、この募集を知りました。大地
君はとてもかわいいです。もうひと
り孫が増えたみたいで、毎日迎え
に行くのが楽しみです」と話してく
れました。 

地域ぐるみで子育てを 

地域の皆さんに支えられて1周年 地域の皆さんに支えられて1周年 

平成
14年
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「
仕
事
が
忙
し
く
て
、
子
育
て

が
大
変
」
と
い
う
方
の
た
め
に
事

業
を
展
開
し
て
い
る
「
流
山
市
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
」
が
、
今
月
で
オ
ー
プ
ン
一
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
方
が
仕

事
な
ど
で
育
児
が
で
き
な
い
と
き
、

代
わ
り
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て
も

ら
う
事
業
で
、
子
育
て
の
お
手
伝

い
を
す
る
「
提
供
会
員
」
と
子
育

て
の
援
助
を
受
け
る
「
利
用
会
員
」

が
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
会
員

と
し
て
登
録
し
、
利
用
会
員
が
応

援
を
必
要
と
す
る
と
き
、
提
供
会

員
が
育
児
を
行
う
も
の
で
す
。
会

員
数
も
、
全
体
で
二
百
五
十
七
人

（
提
供
会
員
百
二
十
五
人
、
利
用
会

員
百
二
十
五
人
、
両
方
会
員
七
人
）

に
増
え
、
地
域
で
子
育
て
を
応
援

し
よ
う
と
い
う
意
識
の
高
ま
り
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
子
育

て
に
興
味
の
あ
る
方
や
応
援
が
必

要
な
方
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
＝
①
利
用
会
員
…
市
内

在
住
・
在
勤
で
６
カ
月
以
上
10
歳

未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
方
②
提
供

会
員
…
市
内
在
住
で
心
身
共
に
健

康
な
方
▽
活
動
内
容
＝
保
育
園
や

小
学
校
な
ど
が
始
ま
る
前
、
終
了

後
の
子
育
て
、
保
育
園
へ
の
送
迎
、

買
い
物
や
各
種
催
し
物
な
ど
外
出

時
の
子
ど
も
の
預
か
り
な
ど

□問
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
３
―

４

１
５
１

12月9日は
障害者の日

12月15日から来年１月15日まで
は「不法投棄防止強調期間」で
す。
市では、市内全域をパトロー

ルしながら不法投棄の早期発見、
撤去・回収に努めています。年
末年始は、大掃除などで出たご
みを適正に処理せずに、山林な
どに不法投棄する心ない行為が
増える時期のため、警察等と連
携し、投棄者を追跡調査する場
合もあります。不法投棄の現場
などを見つけたときは、環境保
全課にご連絡ください。
□問環境保全課�７１５０－６

０８３

広
げ
よ
う
支
援
の
和

展
示
会
と
講
演
会
に
来
場
を

障
害
を
持
つ
方
は
、
就
業
や
社

会
活
動
、
日
常
生
活
の
中
で
制
約

を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
障
害
を
持
つ
方
が
よ
り
積

極
的
・
効
果
的
に
社
会
参
加
を
進

め
る
た
め
に
は
、
職
場
や
学
校
、

地
域
で
接
す
る
人
た
ち
の
理
解
あ

る
支
援
が
必
要
で
す
。
市
で
は
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
念
の

普
及
等
を
目
的
に
展
示
会
と
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
間
＝
12
月
５
日
�
〜
12
日

�
▽
場
所
＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
内
容
＝
障
害
者
団
体
の
活

動
や
福
祉
施
策
の
概
要
な
ど
を
紹

介
し
た
パ
ネ
ル
展
示

▽
日
時
＝
12
月
８
日
�
13
時
30

分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
▽
講
師
＝
田
中
香
穂
子
さ

ん
（「
手
の
ひ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

著
者
）
▽
内
容
／
テ
ー
マ
＝
筆
談

を
と
お
し
て
気
持
ち
を
表
現
す
る

自
閉
症
の
娘
と
の
体
験
を
講
演
／

「
手
の
ひ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
自
閉

症
児
、
美
津
穂
の
願
い
」
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

障
害
者
支
援
課
へ
※
保
育
あ
り
要

予
約□問

障
害
者
支
援
課
�
７
１
５
０

―

６
０
８
１

ノーマライゼーションとは
障害のあるなしにかか

わらず、だれもが人間と

して人格が尊重され、対

等で主体的な生活を地域

社会の中で送れるよう保

障しようとする人権・平

等思想の一つ

困
っ
た
と
き
は
「
悩
み
ご
と
相
談
」の
ご
利
用
を 

人
は
誰
で
も
「
幸
福
な
生
活
を

送
る
権
利
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
人
権
」
と
言
わ
れ
る
も

の
で
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

権
利
で
す
。

し
か
し
、
い
じ
め
や
体
罰
、
い

や
が
ら
せ
、
差
別
、
家
庭
内
（
夫

婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、
扶
養
、

相
続
な
ど
）、
借
地
借
家
、
近
所
間

の
も
め
ご
と
や
悩
み
ご
と

―
な

ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
人
権

を
お
び
や
か
さ
れ
る
問
題
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

人
権
問
題
で
困
っ
た
と
き
は
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
「
悩

み
ご
と
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
人
権
擁
護
委
員
（
左
表
参
照
）

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
、
毎
週
火
曜
日
の
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
市
民

相
談
室
で
受
け
て
い
ま
す
（
要
電

話
予
約
）。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
電

話
で
の
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員

の
自
宅
で
随
時
受
け
て
い
ま
す
。

□問
秘
書
広
報
課
市
民
相
談
室
�

７
１
５
８
―

１
６
１
６

不法投棄を防止！
ルールを守って

きれいなまちに

市議会第4回定例会
11月28日から開会

平
成
十
四
年
市
議
会
第
四
回
定
例
会
が
、

十
一
月
二
十
八
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

当
初
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
流
山
市
減

債
基
金
条
例
の
一
部
改
正
の
ほ
か
、
一
般

会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど

九
件
で
す
。

きょうから使えなくなる
家庭用小型焼却炉を無料で回収

ダイオキシン類排出抑制と廃棄物の適正処理の観点から「廃棄物の処理及び清掃
に関する法律」が改正され、廃棄物焼却炉の構造基準が強化されました。このため、
ほとんどの家庭用小型焼却炉は、12月１日から使用できなくなり、市では、使用で
きない家庭用小型焼却炉を無料で回収します。
▽対象となる焼却炉＝①一般家庭で家庭ごみを焼却していたもの※事業系焼却炉

（事業系のごみと自宅のごみを一緒に焼却している炉等）は除く②金属製（内部が
耐火れんが使用のものを含む）のもの③重さが30�以下、火床面積０.５�未満で
焼却能力が１時間で50�未満のもの④煙突や土台などは外し、搬送用車両に積み込

みができる場所にあるもの⑤煙突・炉内
の灰やすすが取り除いてあるもの▽回
収期間＝平成15年１月10日～20日▽回収
申し込み＝往復ハガキに住所、氏名、
電話番号、焼却炉の外側と内側の材質
および寸法（縦・横・高さ）、排出場所、
返信用にも宛名を明記し、12月15日（必
着）までに〒270－0192流山市役所環境
保全課へ※後日、回収日等を通知
□問環境保全課�７１５０－６０８３

廃棄物焼却炉の新構造基準
①空気取入口及び煙突の先端以外に焼却設備内
と外気とが接することなく、燃焼ガスの温度
が摂氏800℃以上の状態で廃棄物を焼却できる
ものであること

②燃焼に必要な量の空気の通風が行われるもの
であること

③外気と遮断された状態で、定量ずつ廃棄物を燃
焼室に投入することができるものであること

④燃焼室中の燃焼ガスの温度を測定できる装置
が設けられていること

⑤燃焼ガスの温度を保つために必要な助熱装置
が設けられていること

アドバイザー・地域リーダー 

利用会員と提供会員は兼ねることができます 

提供会員 利用会員 
育児の援助を受けたい方 育児の援助を行いたい方 

�サブグループ間の連絡調整 
�研修会等の実施 
�交流会等の実施・広報 

① 会員登録 ① 会員登録 

④ 提供会員の紹介 

③ 援助依頼 

⑤ 事前打ち合わせ・ 
　 援助活動 

⑥ 報酬の支払い 

⑦ 援助活動報告書の 
　 提出 

② 利用申し込み 

ファミリー・サポート・センターのしくみ ファミリー・サポート・センターのしくみ 

　会費と報酬 
年会費 

1,200円 

利用・活動時間 

月～金曜の６時～22時 

土・日曜、祝日、年末 
年始、上記以外の時間 

報      酬 

１時間当たり700円 

１時間当たり900円 

※交通費、食事、おやつ、おむつ代などは自己負担 

　本市の人権擁護委員 

氏　　名 

米山　孝平 

田中　清司 

中山かつ江 

稲葉　智江 

住所・電話番号 

東初石1－183－21 
�7152－8546

中野久木353 
�7152－7166

思井640 
�7158－0170

三輪野山373－3 
�7158－4335

　
５
日
〜
12
日
に 

  

　
「
障
害
者
の
日
」
展
示
会 

　
８
日
に 

  

「
障
害
者
の
日
」
記
念
講
演 
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皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
、
市
の
財
産
、
借
り
て
い
る
お
金
な
ど
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は

年
二
回
、
財
政
事
情
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
「
平

成
十
三
年
度
決
算
」
と
「
平
成
十
四
年
度
上
半
期
予
算
（
四
月

一
日
〜
九
月
三
十
日
）
の
執
行
状
況
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
主
な
項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　平成13年度一般会計の決算状況は、歳

入が395億9,294万2千円、歳出が359億

4,676万6千円で、前年度と比較すると歳

入で14.2％、歳出で8.7％の増加となり、

収支は36億4,617万6千円となりました。 

　しかしながら、依然として景気が回復

する気配が見えず、引き続き厳しい財政

状況が続いています。平成13年度の決算

は黒字になりましたが、収入の中心とな

る市税収入は減少し、また、地方債につ

いても、将来の財政負担を考慮し、必要

最小限に努めているところです。 

　つくばエクスプレス関連事業や一般

廃棄物処理施設整備をはじめ、少子・

高齢化社会に向けた総合的な地域福祉

政策など、市民生活に直結した政策や

事業を停滞させることはできません。 

　このため市では、第3次行政改革大綱

に基づき行政改革に努め、効率的で効

果的な行財政運営により財源確保に努

めてきました。さらに、平成14年度以

降の行政改革の指針となる第4次行政改

革大綱を策定し、市民と行政の協働に

よる行政改革を推進するとともに、流

山市基本構想の将来都市像『豊かな自

然や歴史・文化を活かし、市民が真の

豊かさを実感できるまち「みんなでつ

くろう価値ある流山」』の実現のため、

「市民生活優先」の諸事業を推進して

いきます。 

 問い合わせ 
財政課�7150－6071

＜歳入の内訳＞ ＜歳出の内訳＞ 

歳　出 
予 算 額 

支出済額 

支出割合 

400億233万4千円 

359億4,676万6千円 

89．9％（対予算比） 

歳　入 
予 算 額 

収入済額 

収入割合 

400億233万4千円 

395億9,294万2千円 

99．0％（対予算比） 

総務費 
3,805,793千円 
10.6％ 

民生費 
7,722,134千円 
21.5％ 

衛生費 
6,676,941千円 
18.5％ 

その他 
7,612,198千円 
21.2％ 

教育費 
4,089,550千円 
11.4％ 

土木費 
6,040,150千円 
16.8％ 

その他 
8,679,429千円 
21.9％ 

市　債 
3,972,200千円 
10.0％ 

地方消費税交付金 
1,043,612千円 

2.6％ 

国庫支出金 
2,192,686千円 

5.6％ 地方交付税 
3,702,175千円 

9.4％ 

市　税 
20,002,840千円 

50.5％ 

市民一人当たりの負担額 
市民税や固定資産税などの市税収入を人口で割 
ったもの（市税÷人口） 

市民一人当たりに使った額 
皆さんの暮らしにかかわる事業に使ったお金 
（歳出）を人口で割ったもの（歳出÷人口） 

金額の算出基礎数値（人口） 
（平成14年 3 月31日現在の常住人口） 

132,296円 

237,746円 

151,198人 

用 語 の 説 明  
一 般 会 計  
 
特 別 会 計  
 
水道事業会計 
 
（ 歳 　 　 入） 
市 　 　 　 税  
 
地 方 交 付 税  
 
国 庫 支 出 金  
 
地方消費税交付金 
 
市 　 　 　 債  
 
そ の 他  
 
 
（ 歳 　 　 出） 
総 務 費  
 
民 生 費  
 
衛 生 費  
 
土 木 費  
教 育 費  
 
そ の 他  

　市政を運営していくための基本的な経費を計上した
会計 
　特定の事業を行うとき、一般会計と別に処理する会
計 
　地方公営企業法の適用を受ける水道事業公営企業の
会計 
 
　市民税、固定資産税、市たばこ税、都市計画税など
市に納付された税金 
　市が標準的な仕事をしていくうえで必要な経費を算
出し、国から交付されたもの 
　特定の事業を行うときに国から支出されたお金。負
担金、補助金、委託金の３種類がある 
　県税として徴収した租税が地方公共団体に交付され
たもの 
　その年の収入では賄えない大きな事業を行うため、
市が国や銀行などから借りたお金 
　繰越金（前年度から受け入れたお金）、県支出金（県
が交付する負担金、補助金、委託金）、市の施設の使
用料、住民票や各種証明書などの交付手数料など 
 
　市役所の管理・運営、徴税事務、戸籍関係事務、選
挙、統計調査、広報、コミュニティの推進などの経費 
　福祉手当、生活保護、福祉会館、保育所の運営など
の経費 
　健康診断、予防接種、公害対策、ごみ処理などの経
費 
　道路、公園、河川の建設や管理などの経費 
　小・中学校などの教育関係、文化・スポーツの振興
などの経費 
　公債費（市債の返済に充てるもの）消防費、商工費、
議会費など 

道路や公園の整備など 

図書館の建設、学校の改修工事など 

廃棄物処理施設の建設など 

市営住宅の建設など 

市民税減税や税収の補てん 

その他 

15,841,790千円 
4,011,077千円 
3,492,589千円 
806,600千円 
7,825,642千円 
1,391,376千円 

333億6,907万4千円 
(平成14年3月31日現在高)

（単位：千円、％） 

土 地 取 得  
特 別 会 計  
国民健康保険 
特 別 会 計  
老人保健医療 
特 別 会 計  
公 共 下水道  
特 別 会 計  

特 別 会 計  
歳 入  
歳 出  
歳 入  
歳 出  
歳 入  
歳 出  
歳 入  
歳 出  

区 分  

歳 入  
歳 出  

歳 入  

歳 出  

介 護 保 険  
特 別 会 計  

西平井・鰭ケ崎 
土地区画整理 
事業特別会計 

1,503,121 
1,503,121 
9,400,019 
9,288,701 
9,144,022 
9,144,022 
3,714,543 
3,579,953

100.00 
100.00 
98.29 
97.13 
97.96 
97.96 
94.03 
90.62

1,503,124 
 

9,563,126 
 

9,334,112 
 

3,950,538

3,617,890

450,529

3,467,386 
3,324,121

420,093 

364,693

95.84 
91.88

93.24 

80.95

予算額 収支済額 対予算比率 

①収益合計（水道料金など） 

・営業収益 
・営業外収益 
・特別利益 

内  訳 （ 
②費用合計（原水、浄水費など） 

・営業費用 
・営業外費用 
・特別損失 

2,880,332,298円 
12,174,470円 
622,859円 

2,756,346,443円 
92,541,675円 
11,285,025円 

 

（99.6%） 
（0.4%） 
（0.0%） 

（96.4%） 
（3.2%） 
（0.4%） 

 

内  訳 （ 
③当年度純利益（①－②） 

2,893,129,627円 

2,860,173,143円 

32,956,484円 

平成13年度決算 

一 般 会 計  

������������
������������
������������
特 別 会 計  

������������
������������
������������
市債の内訳 

�����������������
�����������������
�����������������
水道事業会計  



（３） 平成14年12月１日（日曜日） 第１０３１号

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

心 の 健 康 相 談 室  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�7158-1435／江戸川台保育所 
�7152-0648／向小金保育所�7174-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

療 育 相 談  

酒 害 相 談  

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：30～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

13：00～16：00毎月第4火曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

10：00～16：00

〃 〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�7158-0999

�7150-6081

同相談室 
�7158-4144

同センター相談室 
�7155-5885

同センター相談室 
�7158-7830

同学園 

年 金 相 談  

�7154-4844

�7150-6081

�7150-6079

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

社会福祉課 

�7159-4735

�7150-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　13：00～15：40

13：00～16：30毎月第１水曜 
※要電話予約 

※24日を除く、要電話予約 

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  〃 

〃 

子育て支援センターゆうゆう�7144-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

毎週土・日曜 

江 戸 川 台 福祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

〃 

〃 

〃 

〃 

10：00～15：00毎週火曜 

※24日・26日を除く、要電話予約 

市 民 相 談 室  

〃 

�7150-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

〃 

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 
妊娠5～8カ月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で 
※13日からの参加者は６日までに申し込みを 

も ぐもぐ教室  
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、器と
スプーンを持参。定員20人※先着順・要予約 

３ カ 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

16日・17日 
　　　12：45～13：45 保健センター  平成14年８月生まれの乳児対象 

1 歳 6 カ 月 児  
健 康 診 査  

10日・11日 
　　　12：45～13：45 保健センター  

3日・4日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

20日　13：00～14：00 保健センター  

平成13年５月生まれの幼児対象 

平成11年９月生まれの幼児対象 

発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
２日・９日・24日 
※時間は申し込み者
に個人通知 

保健センター  
2歳2カ月児対象（24日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり※要予約 

成人健康相談  
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相
談など。健康手帳・検診記録カードを持っている
方は持参 

リハビリ教室  

2日・9日・16日 

4日・11日・18日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保健センター  

保健センター  

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを 

療 育 相 談  26日 
整形外科的な心配のあ
る18歳未満の子ども対象。
母子健康手帳を持参 

アルコール問題を抱えている
本人や、その家族が対象。
医師による相談は要予約 

発 達 相 談  

心の健康相談  

女性クリニック相談 
26日 

首が座らない、歩かないなどの発
達の遅れが心配な0～1歳児対象。
母子健康手帳を持参※要予約 

ア ル コ ー ル  
悩みごと相談  

2日 
16日 
 
精神病や神経症など、心の
病で悩んでいる方対象。医
師による相談は要予約 

6日 
13日 
20日 
27日 

10日 
17日 
 

思春期、人工妊娠中絶、不妊、
乳がん、子宮がん、更年期障
害の相談※要予約 

9～12カ月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約 キ ッ ズ  

江戸川台福祉会館 20日　10：00～15：00

20日　  9：45～10：00 南流山福祉会館 

18日　 10：15～10：30 保健センター  

５日　 ９：30～10：30 保健センター  

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　９：00～17：00

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届かな
　い場合は保健センターへ問い合わせを 

柏  保  健  所 
�7167－1255〈       　  〉 

保健センター 
�7154－0331〈       　  〉 

�7158-1616

 

月曜コース 

10：00～15：00毎月第３水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

10：00～15：00毎月第３月曜 
※要電話予約 

保健センター  
6日・13日・18日・20日 
　　　12：30～12：50

保健センター   5 日　  9：30～11：30
東 部 公 民 館  11日　10：00～15：00

※13日は9：45～10：00

南流山センター 19日　10：00～15：00

※いずれも場所は柏保健所。時間など詳細は問い合わせを 

毎週月～金曜 
※時間は申し込み者
に個人通知 

心 の 健 康 相 談  �7150-6081
障害者支援課 

※年末年始の業務については 
　事前に問い合わせを 

今月は開催しません 

今月は開催しません 

南 流 山 セ ン タ ー  10：00～15：0013日 
※要電話予約 

休日は、休日診療所をご利用ください。

▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝内

科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分（歯科は

11時30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当

番制で診療。当番医はあらかじめ市消防本部�７１５８－０１１９で確

認を

休日の救急医療

������������
������������
������������
特 別 会 計  

�����������������
�����������������
�����������������
水道事業会計  

平成14年度予算の執行状況 
（平成14年9月30日現在） 

予算額 

収入・支出済額 

〔単位：億円〕 

用語の説明  
（歳　　入） 
地方特例交付金 
 
そ　　の　　他 

国からの恒久減税に伴う減収 
補てん分 
市債、県支出金、繰越金、地 
方消費税交付金など 

（歳　　出） 
そ　の　他 公債費、消防費、議 

会費など 

������������
������������
������������
������������
������������

市有財産 
の状況 

歳入  

歳出  

（
歳
入
の
内
訳
） 

（
歳
出
の
内
訳
） 

市 税  

地方特例交付金 

国庫支出金  

そ の 他  

そ の 他  

教 育 費  

土 木 費  

衛 生 費  

民 生 費  

総 務 費  

地方交付税  

200 190 180
 

170
 

160
 

150
 

140
 

130
 

120
 

110 100 90 80 70 60 50 40 30 20 10
 

歳　入 

予 算 額  

収入済額 

収入割合 

416億8,089万7千円 

205億3,152万円 

49．3％（対予算比） 

歳　出 

予 算 額  

支出済額 

支出割合 

416億8,089万7千円 

150億7,685万1千円 

36．2％（対予算比） 

土
　
地 

1，380，510��

建
　
物 

249，892��

基
金
等 

26，783，045千円 

19,911,002千円 

3,697,859千円 

7,906,335千円 

11,795,742千円 

7,187,402千円 

4,109,174千円 

6,984,385千円 

948,000千円 

3,100,000千円 

2,718,256千円 

15,003,639千円 

①収益合計（水道料金など） 

・営業収益 
・営業外収益 
・特別利益 

内  訳 （ 
②費用合計（原水、浄水費など） 

・営業費用 
・営業外費用 
・特別損失 

1,470,097,845円 
343,479円 
89,800円 

1,294,946,284円 
49,387,485円 
587,368円 

（100.0%） 
（0.0%） 
（0.0%） 

（96.3%） 
（3.7%） 
（0.0%） 

内  訳 （ 
③当年度純利益（①－②） 

1,470,531,124円 

1,344,921,137円 

125,609,987円 

（単位：千円、％） 

土 地 取 得  
特 別 会 計  
国民健康保険 
特 別 会 計  
老人保健医療 
特 別 会 計  
公 共 下水道  
特 別 会 計  

特 別 会 計  

介 護 保 険  
特 別 会 計  

西平井・鰭ケ崎 
土地区画整理 
事業特別会計 

277,471 
277,471 
3,140,514 
3,747,537 
3,930,212 
3,970,003 
1,786,035 
1,047,397

50.49 
50.49 
32.85 
39.20 
40.18 
40.59 
41.54 
24.36

549,566 
 

9,558,894 
 

9,780,776 
 

4,299,978

4,289,266

1,452,835

1,453,480 
1,544,928

70,400 

293,526

33.89 
36.02

4.85 

20.20

予算額 収支済額 対予算比率 
歳入 
歳出 
歳入 
歳出 
歳入 
歳出 
歳入 
歳出 
歳入 

歳出 

歳入 
歳出 

区分 

������������������
������������������
������������������
������������������
一 般 会 計  

10,286,736千円 

925,536千円 

2,235,784千円 

459,811千円 

6,623,653千円 

1,702,842千円 

2,971,403千円 

2,036,869千円 

3,142,334 千円 

1,843,769千円 

3,379,634千円 



平成14年12月１日（日曜日） （４）

【
策
定
の
背
景
と
経
過
】

急
速
な
勢
い
で
高
齢
社
会
が
進

み
、
本
市
で
も
、
こ
と
し
四
月
に

は
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
、

全
人
口
の
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達

し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
本
市
も
高

齢
化
社
会
か
ら
、
本
格
的
な
高
齢

社
会
に
突
入
し
た
わ
け
で
す
。

国
は
、
老
後
の
最
大
の
不
安
要

因
で
あ
る
介
護
に
つ
い
て
、
社
会

全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
な
ど
を

目
的
に
、
平
成
十
二
年
四
月
か
ら

「
介
護
保
険
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
市
で
も
、
介
護
保

険
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
前
提
と
し

て
、
高
齢
者
関
連
施
策
の
総
合
的

な
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
、「
流

山
市
高
齢
者
総
合
計
画
」
を
策
定

し
、
事
業
運
営
の
基
本
と
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

基
礎
調
査
と
し
て
「
高
齢
者
一
般

調
査
」「
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
等
に

関
す
る
調
査
」「
介
護
サ
ー
ビ
ス
供

給
量
調
査
」
の
実
施
の
ほ
か
、
地

区
懇
談
会
の
開
催
等
に
よ
り
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

見
直
し
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

地
区
懇
談
会
で
は
、「
介
護
保
険

料
の
公
平
性
」
や
「
保
険
料
推
計

値
の
算
出
方
法
」
等
の
意
見
が
あ

っ
た
ほ
か
、
参
加
者
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

維
持
し
な
が
ら
、
介
護
保
険
料
の

上
げ
幅
を
抑
え
る
よ
う
工
夫
す
べ

き
で
あ
る
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
声
を
基
に
、

福
祉
施
策
審
議
会
で
、
現
計
画
の

基
本
理
念
の
継
承
と
新
た
な
三
つ

平
成
十
四
年
十
月
一
日
現
在

の
本
市
の
人
口
は
、
十
五
万
九
百

九
十
四
人
で
す
。
う
ち
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
は
二
万
千
八

百
五
人
で
、
そ
の
割
合
は
十
四
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
高
齢
化
の

状
況
は
、
人
口
の
伸
び
を
上
回
っ

て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
増
加

傾
向
に
あ
り
、
平
成
十
九
年
に
は
、

人
口
十
六
万
四
千
人
の
う
ち
高
齢

者
人
口
は
二
万
八
千
八
百
人
で
、

そ
の
割
合
は
十
七
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
に
達
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま

す
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
推
移

を
み
る
と
、
平
成
十
四
年
で
は
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち

十
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
介
護
の

認
定
者
（
出
現
率
）
で
、
平
成
十

九
年
に
は
、
十
三
・
〇
パ
ー
セ
ン

ト
に
な
る
と
推
測
し
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

こ
の
た
め
、
介
護
保
険
の
利
用

者
数
も
当
然
増
え
て
い
き
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
数
が
二
千
三
十
四
人
に
対
し
、

平
成
十
九
年
に
は
三
千
百
二
十
五

人
に
な
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
３
参
照
）。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
費
は
、

平
成
十
九
年
度
に
は
在
宅
サ
ー
ビ

ス
で
約
三
十
二
億
円
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
で
約
三
十
三
億
円
が
掛
か
る

と
推
測
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
４

参
照
）。

現
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
元
気
で
す
　
い
き
い
き
　
あ
ん
し

ん
　
流
山
」
を
継
承
し
、
三
つ
の

基
本
目
標
を
柱
に
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
こ
と

が
最
優
先
課
題
な
こ
と
か
ら
、
健

康
づ
く
り
や
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
を
基

本
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。介

護
保
険
料
は
、
第
一
号
被
保

険
者
（
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
対

象
）
が
支
払
う
保
険
料
と
第
二
号

被
保
険
者
（
四
十
歳
か
ら
六
十
四

歳
ま
で
の
方
が
対
象
）
が
支
払
う

の
基
本
目
標
（
左
表
参
照
）
に
つ

い
て
審
議
し
、
骨
子
案
と
し
て
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

【
性
格
と
位
置
付
け
】

本
市
の
高
齢
者
総
合
計
画
は
、

高
齢
者
の
施
策
全
般
に
関
す
る

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
と
介
護

保
険
制
度
に
基
づ
く
「
介
護
保
険

事
業
計
画
」
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

両
計
画
は
、
互
い
に
関
連
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
両
計
画

の
整
合
を
図
り
、
一
体
の
も
の
と

し
て
い
ま
す
。

【
計
画
の
期
間
】

平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
九

年
度
ま
で
の
五
カ
年
計
画
と
し
、

三
年
後
の
平
成
十
七
年
度
に
見
直

し
を
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
二
年
と
九
カ
月
目
に

入
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
の
事
業
計
画
は
、
三
年
ご
と
に

見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、「
流
山
市

高
齢
者
総
合
計
画
」
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
計

画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
元
気
で
す
　
い
き
い
き
　
あ
ん

し
ん
　
流
山
」
を
継
承
し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
区
懇

談
会
な
ど
で
の
意
見
を
基
に
、
骨
子
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
な
る
べ
く
介
護
に
陥
ら
な
い
方

策
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
で
す
。
六
十
五
歳
以
上
の
保

険
料
も
若
干
引
き
上
げ
の
方
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
号

で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
画
の
趣
旨

－6079

■本市の在宅・施設サービス費の将来推計 
グラフ4

■本市の在宅・施設サービス受給者数の将来推計 
グラフ3

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 

1,0201,020 1,3701,370 1,6101,610 1,8151,815 1,9991,999 2,1002,100 2,2292,229 2,3222,322

1,020 1,370 1,610 1,815 1,999 2,100 2,229 2,322
378

395
424

520
560 668

725 803
3,500 

3,000 

2.500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0

在宅・施設サービス利用者も増えていく 

在宅サービス利用者　施設サービス利用者 

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 

1,106,9671,106,967 1,639,7261,639,726
1,985,7031,985,703

2,350,5172,350,517 2,649,6332,649,633
2,790,8682,790,868

3,046,2133,046,213

3,241,5303,241,5301,297,5961,297,596
1,637,8591,637,859

1,676,9941,676,994
2,158,1632,158,163

2,321,2942,321,294 2,745,6722,745,672
2,974,7642,974,764

3,287,9973,287,997

1,106,967 1,639,726
1,985,703

2,350,517 2,649,633
2,790,868

3,046,213

3,241,5301,297,596
1,637,859

1,676,994
2,158,163

2,321,294 2,745,672
2,974,764

3,287,997

7,000,000 

6,000,000 

5,000,000 

4,000,000 

3,000,000 

2,000,000 

1,000,000 

0

平成19年度に介護保険サービス費は65億円 
※表中平成12年度は11カ月分の実績額です 

在宅サービス費 

■次期保険料（平成15年度～平成17年度）の試算結果 
　介護事業費を基に、国から示された保険料推計方法で、65歳以上の高齢者
１人当たりが負担する１カ月当たりの保険料を試算しました。下記の次期保険料
は、１期（平成12～14年）の準備基金２億８千万円（推定）を取り崩して、本来の
増加額を抑えた金額です。 

■平成12年～平成19年の本市における高齢化率の将来推計 
グラフ1

12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 

4.8 5.1 5.4 5.8 6.0 6.3 6.6 6.9

13.0 13.7 14.4 15.0 15.6 16.2 16.9 17.6

8.2 8.6 9.0 9.3 9.6 9.9 10.3 10.7

18.0 
16.0 
14.0 
12.0 
10.0 
8.0 
6.0 
4.0 
2.0 
0.0

（％） 

65歳～74歳の高齢者 
75歳以上の高齢者 
高齢者計 

高齢化率は年々上昇 

施設サービス費 

■本市の高齢者数、要介護認定者数の将来推計 
グラフ2

平成19年には要介護認定者の割合は13.0パーセント 

12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 

8.58.5％ 
10.010.0％ 

11.311.3％ 12.112.1％ 
12.912.9％ 13.013.0％ 13.013.0％ 

8.5％ 
10.0％ 

11.3％ 12.1％ 
12.9％ 13.0％ 13.0％ 

30,000 
25,000 
20,000 
15,000 
10,000 
5,000 
0

65歳以上（認定者除く） 認定者数 出現率 

20％ 

15％ 

10％ 

5％ 

12.712.7％ 12.7％ 

（千円） 

（人） 

（人） 

 現行 2,695円→次期 2,889円 

（各年10月１日の数値） 

（各年10月１日の数値） 

（月当たりの平均受給者数） 

現
状
と
見
込
み

計
画
の
目
標

介
護
保
険
の
運
営
に

不
可
欠
な
介
護
保
険
料

計画の基本目標 

状態となる高齢者の増加を防ぐ、「健康づくり」

進 

の早期発見、早期治療の促進と生涯にわたる健康

己管理の支援 

ぞれのライフステージに合った健康づくりへの取

の推進 

生活で支援を必要としている人を支えていくため

こもりの防止に向けての諸施策の推進 

学習やスポーツ・レクリエーション等にふれあう

づくりの提供 

バー人材センター事業、自治会活動をはじめ、就

地域社会への参画、貢献できる機会の拡充 

ボランティア活動や地域の介護の担い手として活

る機会の提供 

会や民生委員、ＮＰＯ、ボランティア活動団体や

ビス提供機関との連携の促進 

で安心して外出できるようバリアフリーのまちづ

推進 

介護に重点を置いた介護サービスの拡充 

保険の制度に基づいたサービスを着実に提供して

めの基盤整備の推進 

した生活が継続できるように必要に応じた生活の

に関する情報提供などを通じた理解の促進や保健、

等関連機関の密接な連携体制の構築 

性高齢者の財産の保全管理などを中心とした権利

推進 

ービスの質の維持・向上 

資源の育成と資質の向上の支援 

画」の骨子
んのご意見
、ハガキや
〒270―0192
お寄せくだ

意見などを
整を図ると
部分の案を
などを経て、
る予定です。
役所情報公
す。
ushi@city.

ださい！

流山市高齢者総合計画の改訂 流山市高齢者総合計画の改訂 特集 流山市高齢者総合計画の改訂 
“元気です いきいき あんしん 流山” “元気です いきいき あんしん 流山” 

保
険
料
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
市
が
決
め
ら
れ
る
の
は
、
第
一

号
被
保
険
者
が
支
払
う
保
険
料
で

す
。
そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
全
国

に
先
駆
け
て
独
自
の
六
段
階
方
式

を
採
用
し
ま
し
た
。
保
険
料
の
額

は
、
今
後
三
年
間
に
必
要
と
な
る

介
護
費
用
の
総
額
か
ら
割
り
返
し

て
決
め
る
こ
と
と
な
り
、
本
市
の

最
新
デ
ー
タ
を
基
に
第
三
段
階
、

つ
ま
り
基
準
額
で
月
額
二
千
八
百

八
十
九
円
と
算
出
し
ま
し
た
。
こ

と
し
六
月
ご
ろ
の
算
出
に
比
べ
て

二
十
六
円
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
介
護
保
険
を
利
用

す
る
方
が
増
え
て
い
て
、
今
後
も

さ
ら
に
伸
び
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
た
め
で
す
。

今
後
三
カ
年
の
需
要
予
測
に
基

づ
き
単
純
計
算
す
る
と
、
月
額
三

千
円
を
超
え
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

三
カ
年
間
の
運
営
実
績
で
得
ら
れ

た
基
金
、
約
二
億
八
千
万
円
を
今

後
三
年
間
の
第
一
号
被
保
険
者
が

支
払
う
保
険
料
に
投
入
す
れ
ば
、

二
千
八
百
円
台
に
抑
え
ら
れ
る
た

め
、
こ
の
金
額
を
ベ
ー
ス
に
福
祉

施
策
審
議
会
等
で
審
議
を
し
て
い

き
ま
す
。



償
却
資
産
の
申
告
書
を

今
月
11
日
に
郵
送

（５） 第１０３１号

月
の
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種

保
健
セ
ン
タ
ー
と

南
流
山
セ
ン
タ
ー
で

市
で
は
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
ま

す
。▽

実
施
期
間
＝
平
成
15
年
１
月

31
日
ま
で
▽
実
施
場
所
＝
市
内
指

定
医
療
機
関
▽
対
象
＝
接
種
当
日

に
満
65
歳
以
上
の
市
民
（
た
だ
し
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
、
心

臓
、
腎
臓
等
に
重
い
障
害
の
あ
る

方
は
、
対
象
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
）
▽
費
用
＝
１
２
１
０
円

（
自
己
負
担
額
）。
た
だ
し
、
生
活

保
護
受
給
者
の
方
は
免
除
と
な
る

の
で
、
確
認
で
き
る
も
の
の
提
示

が
必
要
▽
申
し
込
み
＝
市
内
指
定

医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み
（
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
証
明
す
る
健

康
保
険
証
等
を
窓
口
に
提
示
）
▽

注
意
事
項
＝
①
本
人
が
接
種
を
希

望
す
る
意
思
表
示
の
で
き
る
方
に

限
り
ま
す
②
受
診
前
に
、
必
ず
医

療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
③
接
種
前
に
、
必
ず
医
療
機
関

に
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
説
明

書
を
理
解
し
、
接
種
後
の
副
反
応

等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
４

―

０
３
３
１

問い合わせ
社会福祉課�7150－60

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
な
ど
を
対
象
に
、
今
月
十

日
か
ら
市
役
所
と
市
内
四
会
場
で

納
付
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
と
、
短
期
間
し
か
使
え
な
い

被
保
険
者
証
や
保
険
診
療
費
の
自

己
負
担
が
十
割
の
被
保
険
者
資
格

証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
資
格
証
明
書
で

は
、
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、
診
療
費
の
全
額
を

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、
高
額
療

養
費
な
ど
の
給
付
金
も
一
時
差
し

止
め
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、

必
ず
納
付
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た

め
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
お

勧
め
し
ま
す
。

□問
国
保
年
金
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
７

県では、重症患者がいち早く医師の処置を受けられるように、
医師等が搭乗して医療行為を行うヘリコプター「ドクターヘリ」
の運航を開始しています。市でも緊急の場合は、下表のグラウ
ンド等を臨時ヘリポートとして使用し、救急車からドクターヘ
リに傷病者を引き継ぎます。その際、消防職員が周囲の安全確
保や広報等を行いますが、砂ぼこりや騒音が発生しますのでご
了承願います。

ドクターヘリの運航にご協力を

※ドクターヘリの運航時間は午前8時30分から日没30分前まで 
 問 予防消防課�７１５８－０１１９ 

　臨時ヘリポート 
 市内の小・中学校グラウンド 
総合運動公園陸上競技場 

上耕地運動場 

東深井地区公園（アクティブ広場） 

こうのす台5号公園 

東初石３号緑地（ふれあい公園） 

こんぴら緑地 

若葉１号緑地 

平和台２号公園 

宮園１号公園 

南流山３号公園 

南流山中央公園 

こうのす台子供の遊び場 

前ケ崎子供の遊び場 

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
児
童

手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
手
当
は
、
請
求
の
な
い
場

合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

次
の
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
（
出
生
届
を
流
山
市
以
外
に
提

出
し
て
い
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
）。

①
出
生
な
ど
に
よ
り
義
務
教
育

就
学
前
の
児
童
の
養
育
を
始
め
た

方
②
本
市
に
転
入
し
、
前
住
所
地

で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方

児童手当児童手当 対象となる方は 
　　必ず申請を 

児童手当 対象となる方は 
　　必ず申請を 

―
で
す
。

た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
（
左
表

参
照
）
に
よ
り
児
童
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
現
在
受
給
し
て
い
る
方

で
も
①
出
生
な
ど
で
養
育
す
る
児

童
が
増
え
た
と
き
②
児
童
を
養
育

し
な
く
な
っ
た
と
き
③
退
職
等
に

よ
り
厚
生
年
金
か
ら
国
民
年
金
に

変
わ
っ
た
と
き

―
な
ど
の
場

合
は
、
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
、
所
得
が
限
度
額
を

超
過
し
、
手
当
が
支
給
さ
れ
な
か

っ
た
方
で
も
、
新
年
度
は
所
得
要

件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
と
き

は
、
五
月
一
日
以
後
（
児
童
手
当

は
毎
年
五
月
一
日
の
請
求
か
ら
新

し
い
年
度
に
な
り
ま
す
）、
新
た
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
児
童
手
当

は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
対
象
と

な
り
ま
す
。

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１
５
０

―

６
０
８
２

　平成14年度児童手当所得制限限度額表 
扶養人数 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

所得制限限度額  

3,010,000円 

3,390,000円 

3,770,000円 

4,150,000円 

4,530,000円 

4,910,000円 

5,290,000円 

5,670,000円 

6,050,000円 

特例給付所得制限限度額 

4,600,000円 

4,980,000円 

5,360,000円 

5,740,000円 

6,120,000円 

6,500,000円 

6,880,000円 

7,260,000円 

7,640,000円 

所得額＝年間収入金額（平成13年分）－必要経
費－80,000円（社会保険料等共通控除）－その他の
諸控除
※児童手当所得制限限度額は、法令の改正により
変更されることがあります
※特例給付所得制限限度額とは、所得制限限度額
を超過されている場合で厚生年金等に加入されてい
る方が適用となります
※所得税法に規定する老人控除対象配偶者または
老人扶養親族がある者についての限度額（所得ベー
ス）は、上記の額に当該老人控除対象配偶者または
老人扶養親族１人につき６万円を加算した額

ポ
リ
オ
の
集
団
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す
。

▽
期
日
／
場
所
＝
①
12
月

２
日
�
／
保
健
セ
ン
タ
ー
②

12
月
３
日
�
／
南
流
山
セ
ン
タ

ー
▽
受
付
時
間
＝
い
ず
れ
も
13

時
15
分
〜
14
時
15
分
（
接
種
開

始
は
13
時
30
分
か
ら
）
▽
対

象
＝
生
後
三
カ
月
〜
７
歳
半
未

満
児
▽
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手

帳
、
予
診
票
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ
※
体
調
が
悪
い

場
合
に
は
、
接
種
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１

市
・
県
民
税
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
な
ど
市
税
を
滞
納
し
て
い
る

�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������

市税などの 
   休日滞納整理 

12月8日・14日に 

方
を
対
象
に
、
十
二
月
八
日
�

と
十
四
日
�
の
二
日
間
、
世
帯

訪
問
と
電
話
催
告
に
よ
る
滞
納

整
理
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
両
日
は
臨
時
の
納
税

相
談
窓
口
（
納
税
の
受
付
や
相

談
）
を
開
設
し
ま
す
。

▽
時
間
／
場
所
＝
９
時
〜
17

時
／
市
役
所
税
制
課
※
納
税
相

談
は
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
を

□問
税
制
課
�
７
１
５
０
―

６

０
７
２

▽期日＝12月７日～平
成15年３月15日の土曜
（全16回）▽場所＝江戸川
短期大学（駒木）▽内

容＝マンガ学から心理学
まで、高校生を対象にし
た講座▽参加費＝無料
□問江戸川短期大学�０
１２０－４４０－６６１

高校生を対象に 

12月7日から全16回 

大学公開講座 

国民健康保険料

12月10日から北部公民館など

5会場で納付相談会

※日程が合わない方は国保年金課へ相談を 

　【納付相談会日程表】 
 期　　日  
12月10日��

12月11日��

12月12日��

12月13日��

12月15日��

会　　場  

北 部 公 民 館  

初 石 公 民 館  

南流山センター 

東 部 公 民 館  

市 　 役 　 所  

時　　間 

10時～16時30分 

13時30分～ 
　16時30分 

償
却
資
産
の
申
告
書
を
今
月
十

一
日
に
郵
送
し
ま
す
。

対
象
は
、
事
業
所
の
構
築
物
、

機
械
、
工
具
、
備
品
な
ど
を
所
有

す
る
個
人
経
営
者
や
法
人
で
す
。

申
告
書
に
、
平
成
十
五
年
一
月

一
日
現
在
の
償
却
資
産
の
状
況
を

記
入
し
、
平
成
十
五
年
一
月
三
十

一
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
が
届
か
な
い
場

合
や
不
明
な
点
な
ど
は
、
資
産
税

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０
―

６

０
７
４

計画

○要援護状態

の推進 

○疾病の早期

の自己管理

○それぞれの

り組みの推

○日常生活で

の閉じこも

○生涯学習や

機会づくり

○シルバー人

労等地域社

○各種ボラン

動できる機

○自治会や民

各サービス

○地域で安心

くりの推進

○在宅介護に

○介護保険の

いくための

○自立した生

支援 

○痴呆に関す

福祉等関連

○痴呆性高齢

擁護の推進

○介護サービ

○人的資源の

目標１ 

目標2

目標3

い
つ
ま
で
も
元
気
で 

暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り 

 

生
き
が
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り 

 

高
齢
者
を
支
え
る
介
護
体
制
づ
く
り 

この「市高齢者総合計画」の
案について、市民の皆さんの
やご提案を12月13日までに、ハ
封書、電子メールなどで〒270―
流山市役所社会福祉課へお寄せ
さい。
皆さんからいただいたご意見
参考にしながら、素案の調整を
ともに、さらに細かい各論部分
作成し、市福祉施策審議会などを
平成15年3月に計画決定する予定
なお、この骨子案は、市役所
開コーナーでご覧になれます。
メールアドレス　hokenfukushi@
nagareyama.chiba.jp

みなさんの意見を
お寄せください

12

流山市高齢者総合計画の改訂 流山市高齢者総合計画の改訂 特

12月10日～１月３日に年末年始特別警戒取り締まりを実施
「ひったくり」と「空き巣狙い」にご用心！□問流山警察署�７１５９－０１１０

償
却
資
産
の
申
告
書
を

今
月
11
日
に
郵
送

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

市
内
の
指
定
医
療
機
関
で

予
防
接
種
を
実
施
中
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児童館・センター
開催時間や申し込み方法など
の詳細は、各児童館・児童センタ
ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

12／21�
12／27�

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

思井児童センター
�７１５９－５６６６

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

野々下児童センター
�７１４５－９５００

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

親子お正月飾り作り
子どもお楽しみ会

親子お正月飾り作り

工作教室「たこ作り」

12／20�
12／27�

クリスマス会
お正月アレンジメント作り

12／２�
～５�
12／21�

クリスマスリース作り

親子お正月飾り作り

クリスマスキャンドル作り
しめなわ飾り作り

12／20� 親子お正月飾り作り

12／20� 親子お正月飾り作り

12／26�
12／27�
～28�

12／14�
12／26�

このコーナーは、近くのまちで行わ

れる催し物の情報を皆さんにお知らせ

するため、毎月掲載しています。

近くまで出かけたときなどに「ぶら

っ」と立ち寄ってみてはいかがですか。

朝市感謝祭
▽日時＝12月７日�８時～９時▽場所＝鎌ケ谷市役所
駐車場▽内容＝毎週土曜に開かれている朝市の感謝祭。
先着300人に、地元野菜を使った具だくさんの「餅入り
鎌ケ谷汁」をプレゼント
□問鎌ケ谷市朝市組合事務局�０４７－４４３－４０１０

人権週間記念講演会
▽日時＝12月10日�13時30分～▽場所＝野田市文化会
館▽内容＝「寅さんを作り続けて」を演題に、山田洋次
氏（映画監督）による講演▽入場料＝無料※詳細は問い
合わせを
□問野田市人権施策推進課�７１２５－１１１１（代表）

佐渡裕＆シエナ・ウィンド・オーケストラ
▽日時＝12月12日�１８時３０分～▽場所＝柏市民文
化会館▽入場料＝全席指定（Ｓ席6,000円、Ａ席5,000円、
Ｂ席4,000円）※申し込みなど、詳細は問い合わせを
□問柏市文化課�７１６７－１４９４

冬休み劇場
▽日時＝12月22日�13時30分（開場）～▽場所＝我孫
子市民会館▽内容＝オペラシアターこんにゃく座の｢森
は生きている｣の上演▽入場料＝全席自由1,000円※申し
込みなど、詳細は問い合わせを
□問我孫子市文化課�７１８５－１１５１

★
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

▽
日
時
＝
12
月
25
日
�
10
時
〜

13
時
▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
／
定
員
＝
小
学
生
と
そ
の
親
、

中
学
生
／
30
人
（
先
着
順
）
▽
参

加
費
＝
１
人
３
０
０
円
程
度
▽
申

し
込
み
＝
12
月
13
日
ま
で
に
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
４

―

０
３
３
１

★
女
性
の
た
め
の
自
分
探
し
講

座
〜
５
年
後
の
自
分
を
見
つ
け
る

た
め
に
（
全
10
回
）

▽
日
程
＝
平
成
15
年
１
月
９
日

〜
３
月
13
日
の
毎
週
木
曜
10
時
〜

12
時
（
た
だ
し
、
２
月
６
日
・
13

日
・
20
日
・
27
日
は
、
午
前
と
午

後
（
13
時
〜
15
時
）
の
２
組
に
分

か
れ
て
開
講
）
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の

女
性
／
40
人
（
多
数
抽
選
）
▽
内

容
＝
女
性
の
自
立
と
再
就
職
を
目

指
す
た
め
の
講
座
▽
受
講
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に
「
女

性
の
た
め
の
自
分
探
し
講
座
希

望
」、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
保
育
希
望
者
は
子
ど
も
の

名
前
と
年
齢
月
齢
を
明
記
し
、
12

月
12
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
７
６
流
山
市
加
一
丁
目

16
―
２
流
山
市
文
化
会
館
へ
（
フ

ァ
ッ
ク
ス
可
）
※
保
育
は
原
則
２

歳
以
上
就
学
前
児
10
人
ま
で

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３

４
６
２
／
�
７
１
５
８
―

３
４
４

２
★
親
子
ふ
れ
あ
い
リ
ズ
ム
教
室

（
公
民
館
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
共
催
）

▽
日
時
＝
12
月
12
日
�
10
時
〜

11
時
30
分
▽
場
所
＝
市
民
総
合
体

育
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住

の
０
歳
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
／
１
０
０
組
（
先
着
順
）

▽
講
師
＝
佐
野
裕
子
さ
ん
（
千
葉

県
公
認
社
会
体
育
指
導
員
）
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
12
月

２
日
�
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
直

接
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
へ

□問
同
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

�
７
１
４
４
―

７
９
２
６

★
勾
玉
づ
く
り
教
室

▽
日
時
＝
12
月
15
日
�
10
時
〜

▽
場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
の
小
学
生
／
20
人

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
市
立
博
物
館
へ

□問
市
立
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

母
国
語
講
師
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン

語
・
中
国
語
講
座

▽
講
座
名
＝
①
ス
ペ
イ
ン
語
初

級
講
座
②
ス
ペ
イ
ン
語
入
門
講
座

③
中
国
語
初
級
講
座
④
中
国
語
入

門
講
座
▽
開
催
日
＝
平
成
15
年
１

月
16
日
・
30
日
、
２
月
６
日
・
20

日
、
３
月
６
日
・
20
日
い
ず
れ
も

木
曜
▽
時
間
＝
①
９
時
〜
10
時
25

分
②
10
時
35
分
〜
12
時
③
13
時
45

分
〜
15
時
15
分
④
15
時
25
分
〜
16

時
55
分
▽
場
所
＝
①
②
…
南
流
山

セ
ン
タ
ー
③
④
…
北
部
公
民
館
▽

対
象
＝
市
民
▽
定
員
＝
①
10
人
②

８
人
③
５
人
④
16
人
※
い
ず
れ
も

多
数
抽
選
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に
希
望
講
座
名
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
12
月
13
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山
市

役
所
企
画
経
営
課
内
流
山
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
へ
※
ハ
ガ
キ
１

枚
に
１
人
で
、
重
複
申
し
込
み
不

可
□問
企
画
経
営
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
12
月
６
日
�
15
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
東
部
公
民
館
▽
内

容
＝
人
形
劇
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と

て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
」
ほ
か
▽
出
演
＝

人
形
劇
ピ
ッ
コ
ロ
▽
入
場
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場

へ
□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５
９
―

４
６
４
６

★
第
８
回
オ
セ
ロ
大
会
（
北
部

地
区
）

▽
日
時
＝
12
月
21
日
�
９
時

（
受
け
付
け
）
〜
▽
場
所
＝
北
部
公

民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
江
戸
川

台
・
新
川
・
東
深
井
・
西
深
井
小

学
校
区
の
小
学
１
〜
６
年
生
／
各

学
年
８
人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

学
年
ご
と
に
対
戦
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
青
少
年

課
へ□問

青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
７

★
臨
時
職
員
の
募
集

▽
勤
務
内
容
＝
保
育
に
関
す
る

こ
と
▽
勤
務
日
／
時
間
＝
月
〜
金

曜
／
８
時
30
分
〜
11
時
30
分
▽
勤

務
地
＝
市
内
保
育
所
▽
時
間
給
＝

９
２
０
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽
応
募
要
件
＝
保
育
士
資
格
の
あ

る
方
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
人
事
課
�
７
１
５
０
―

６
０

６
８平

成
十
四
年
度
新
規
高
卒
者
就

職
面
接
会

▽
日
時
＝
12
月
12
日
�
13
時
〜

15
時
30
分
▽
場
所
＝
プ
ラ
ザ
ヘ
イ

ア
ン
（
柏
市
）
▽
対
象
＝
平
成
15

年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
戸
�
０
４

７
―

３
６
７
―

８
６
０
９

★
市
民
委
員
会

▽
日
時
＝
12
月
７
日
�
９
時
30

分
〜
12
時
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
市
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
３

★
豚
汁
ジ
ョ
ギ
ン
グ

▽
日
時
＝
12
月
22
日
�
７
時

（
受
け
付
け
６
時
50
分
）
〜
▽
場

所
＝
八
木
北
小
学
校
▽
対
象
＝
市

民
▽
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
豚
汁

代
）
▽
持
ち
物
＝
汗
ふ
き
タ
オ
ル

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７
１
５

９
―

１
２
１
２

★
年
忘
れ
！
宣
言
タ
イ
ム
ジ
ョ

ギ
ン
グ
＆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▽
日
時
＝
12
月
22
日
�
７
時
30

分
〜
▽
場
所
＝
東
小
学
校
▽
対

象
＝
市
民
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持

ち
物
＝
汗
ふ
き
タ
オ
ル
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７
１
５

９
―

１
２
１
２

★
総
合
運
動
公
園
野
球
場
の
一

時
閉
鎖

12
月
16
日
�
か
ら
平
成
15
年
３

月
31
日
�
ま
で
の
期
間
、
芝
の
養

生
の
た
め
、
総
合
運
動
公
園
野
球

場
を
閉
鎖
し
ま
す
。

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７
１
５

９
―

１
２
１
２

★
「
二
十
歳
を
祝
う
つ
ど
い

（
成
人
式
）」
の
開
催

▽
日
時
＝
平
成
15
年
１
月
13
日

�
10
時
30
分
〜
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
対
象
者
＝
昭
和
57
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
58
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
※
対
象
者
に
は
、

12
月
中
旬
に
案
内
状
を
郵
送
す
る

予
定
で
す

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
６

12月の家庭教育講座 
　どなたでも、どの会場でも、お気軽に参加できます。
詳細は各会場へ問い合わせを 

日時・会場・ 
申込先電話番号 課題・内容 講　師 

12月7日� 
10：00～12：00 
文化会館 
�7158－3462

南部中、流山小、 
流山北小の合唱部、 
吹奏楽部 

家族バンド 
「そねそねくらぶ」 
の皆さん 

柏マジック協会長 
渋谷　剛一　さん 

流山市音楽家協会長 
熊坂  牧子  さんほか 

「音楽に楽しむ」 
～クラシック 
　　　コンサート～ 

「親子で楽しむコンサート」 
～ポピュラーからジャズまで 
　　　　　うきうきライブ～ 

「ふれあいコンサート」 
～家庭と、学校と、 
　　　　地域と～ 

「楽しいマジック」 
～子どもと一緒に 
　　実演と演習～ 

12月7日��
10：00～12：00 
北部公民館 
�7153－0567

12月7日� 
10：00～12：00 
東部公民館 
�7144－2988

12月7日� 
13：30～15：30 
南流山センター 
�7159－4511

★印のあるものは市主催のものです 

▽日程＝12月10日�13時～16
時、イトーヨーカドー流山店▽
献血のできる方＝16歳～69歳の
健康な方（ただし、65歳以上の
方は60歳から64歳までに献血経
験がある方）※献血手帳がある
方は持参　　
□問保健センター�７１５４－
０３３１

献血にご協力を

鎌 ケ 谷 市

野 　 田 　 市

柏 　 　 　 市

我 孫 子 市

流山市文化協会写真部展
２日�から27日�まで、流山市文化協会写真部による
花、風景、人物等の作品（18点）を展示します。
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

市民ギャラリー 今月の展示
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冬を彩る花々が出荷の時期に
市では、花の栽培による園芸農業を展開してお
り、この時期、市内の園芸農家のビニールハウス
などでは｢ゆり、シクラメン、トルコキキョウ、ス
プレー菊、パンジー｣などが出荷の時期を迎えてい
ます。また、消費者である市民の皆さんとふれあ
い・交流しながら直売を行っています。お出かけ
の際に立ち寄ってみてはいかがでしょうか。
□問農政課�７１５０－６０８６

年金を受けている方、これから受けようとする方にご利用いただける、年金相談専用の電話番号を新設しました。
�０４７－３４０－５１８０／０４７－３４０－５１８１□問松戸社会保険事務所�０４７－３４５－５５２５

映
画
・
公
演

講
座
・
講
演

そ
の
他

施
策
会
議
傍聴可

大
会
・
試
合

資
格
・
求
人



（７） 平成14年12月１日（日曜日） 第１０３１号

tttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

賀状印刷、ワープロ、パソコン、インタ
ーネット講習会（パソコン道場主催）＝12
月７日�９時～11時、富士見台自治会館。
参加費100円□問入内島�７１５３－００２０
墨彩で年賀状を描いてみませんか（柏芳
会主催）＝12月12日�13時～15時、さわや
かちば県民プラザ（柏市）。参加費1,000円□問
古座�７１５２－５３８１
シャドウＢｏｘ展覧会（シャドウＢｏｘ
の会主催）＝12月13日�～15日�９時30分
～17時、市立博物館。入場無料□問小野�０
８０－５０２７－６８１９
ピヨピヨ親子ショートテニス教室（	吉
田記念テニス研修センター主催、市教委後
援）＝12月23日�10時～13時30分、吉田記
念テニス研修センター（柏市）。参加費500
円より□問同研修センター�７１３４－３０
３０
お正月花フラワーアレンジメント（ＮＰ
Ｏ法人Ｃ＆Ｃクラブ主催）＝12月27日�10
時～12時、初石公民館。参加費3,000円□問松
本�７１４４－２７１０

カンテ・フィオーリ（コーラス）＝毎週
火曜19時～21時、主に江戸川台福祉会館□問
岩井�７１５３－５３４１
玉藻（書道、ペン習字）＝第２・４水曜
13時～、初石公民館□問田村�７１５９－３
９０２
コーラス　ベリョーザ（女声コーラ

ス）＝毎週金曜10時～12時、北部公民館□問
矢野�７１５４―２２９６
書道サークル＝第２・４火曜９時30分～
12時、主に向小金福祉会館□問安野�７１４
８－０２８３
翔龍会（詩吟）＝毎週土曜10時～12時、

主に思井福祉会館□問黒田�７１５０－０８
７０
初踏会（社交ダンス）＝毎週土曜19時～
21時、初石公民館□問大脇�７１５４－１５
４０
よさこいソーラン流東波＝毎週金曜19時
～21時、主に向小金福祉会館□問保坂�７１
７４－６５９３
Ｌ．Ｆ．Ｅ．（Les Francophi les

Edogawadai）（フランス語会話）＝毎週火
曜13時～17時、北部公民館□問松本�７１５
２－５４３８
ヨーガの会＝第２・４火曜10時～12時、

文化会館□問塩畑�７１５３－５９９６
グラウンド・ゴルフ東部クラブ＝毎週

水・土曜９時30分～11時、東部近隣公園□問
早乙女�７１４４－５８８０
少林寺拳法 流山同好会＝毎週火・木曜19
時～21時、八木北小学校□問石井�７１５４－
３７０４

イ　ベ　ン　ト

サ　ー　ク　ル

糟
糠
の
妻
に
勤
労
感
謝
の
日

白
鷺
の
白
く
つ
き
り
と
刈
田
風

枯
芦
や
水
際
立
ち
し
山
の
影

本
堂
の
双
樹
の
位
牌
秋
灯

草
紅
葉
草
に
は
草
の
生
命
か
な

【
評
】
一
句
目
　
抜
け
抜
け
と
言
い
負
せ
て
、
微
笑
ま
し
い
。
祝
日
の
一
日
を
妻
へ
の
感

謝
の
日
に
当
て
た
あ
た
り
が
優
し
さ
の
心
づ
も
り
か
。
二
句
目
　
上
手
の
句
。
骨
格
が
確

と
し
て
一
服
の
絵
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
色
の
配
色
も
な
か
な
か
で
、
絵
の
中
の
風
の

動
き
が
巧
み
で
あ
る
。
三
句
目
　
こ
の
句
水
で
一
つ
切
れ
が
入
り
、
際
立
つ
枯
芦
の
景
が

鮮
明
に
映
え
る
。
句
の
諷
詠
に
年
輪
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
る
仕
上
げ
で
あ
る
。
四
句
目

双
樹
忌
は
秋
の
季
題
。
菩
提
寺
の
流
山
・
光
明
院
で
は
双
樹
を
偲
び
伊
藤
晃
先
生
の
講
和

会
が
開
か
れ
る
。
一
茶
と
の
師
弟
句
碑
な
ど
、
双
樹
は
さ
な
が
ら
流
山
の
俳
句
の
源
流
と

も
言
う
べ
き
人
。
句
は
写
生
の
一
語
。
五
句
目
　
草
紅
葉
の
色
彩
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
諷
詠
し
て
入
魂
の
心
を
込
め
た
句
柄
で
あ
る
。

美
　
　
　
田
　
山
田
　
敬
司

富

士

見

台
　
後
閑
　
達
雄

西
　
初
　
石
　
斉
藤
登
志
子

こ
う
の
す
台
　
狼
　
　
　
司

松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
安

鍬
の
錆
見
る
由
も
な
く
目
に
い
り
て
農
に
果
て
た
る
父
母
の
顕
ち
く
る

西
　
初
　
石
　
岡
田
正
五
郎

世
帯
主
と
な
り
て
半
年
亡
き
夫
の
名
宛
の
封
書
が
た
ま
さ
か
届
く

富
士
見
台
　
高
松
　
レ
イ

喝
采
を
両
手
に
う
け
て
立
つ
孫
は
一
歩
踏
み
だ
し
転
び
て
は
起
き
る

江
戸
川
台
西
　
若
松
ミ
チ
エ

【
評
】
岡
田
氏
　
物
置
に
終
わ
れ
た
ま
ま
の
農
機
具
、
錆
び
付
い
た
ま
ま
の
鍬
が
見
る
と
し
も

な
く
目
に
入
っ
た
、
農
業
に
精
根
を
尽
く
し
果
て
た
両
親
と
対
象
の
鍬
は
離
し
が
た
い
、
実
感

を
深
刻
ぶ
ら
ず
無
切
れ
で
詠
み
通
し
た
状
況
に
量
感
が
出
さ
れ
た
。
高
松
氏
　
身
の
置
き
ど
こ

ろ
の
な
さ
、
哀
悼
に
溺
れ
ず
「
お
ん
な
あ
る
じ
」
と
し
て
日
常
を
こ
な
し
て
現
在
の
状
況
に
馴

染
む
努
力
の
、
孤
独
感
は
複
雑
な
振
幅
の
妙
味
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
背
後
に
夫
へ
の
思
念

が
に
じ
む
。
若
松
氏
　
歩
み
は
じ
め
た
孫
を
中
心
に
、
家
族
の
話
題
の
弾
に
的
を
絞
っ
た
団
欒

が
見
え
、
成
長
過
程
の
様
々
な
表
情
が
ユ
ニ
ー
ク
で
可
愛
さ
は
倍
増
す
る
。
新
し
い
年
の
ご
健

詠
を
期
待
し
ま
す
。

名
も
な
い
秋

松
ケ
丘
　
皆
川
　
春
安

い
つ
の
間
に
か

い
つ
も
の
よ
う
に

蝉
の
声
が
消
え
て

虫
た
ち
の
奏
で
る
レ
ク
イ
エ
ム

あ
の
雲
で
さ
え

真
っ
青
な
空
の
中

魂
が
抜
け
た
よ
う
に

無
言
の
ま
ま
で

川
の
流
れ
が

合
図
を
も
ら
っ
た
よ
う
に

饒
舌
か
ら
沈
黙
へ
と

泣
か
ん
ば
か
り
に

花
火
も
神
輿
も
去
っ
て

秋
は
ひ
と
し
れ
ず

思
い
出
を
抱
い
て

冬
の
旅
路
を
早
足
で
駈
け
る

【評】新しい命の誕生のために滅びる命があるのは必定。
四季に人生のプロセスを見立て私たちは年輪を重ねる。

諸事に追われている私たちに、冬の到来を教えるのは自

然である。季節のめぐりは休むことなく私たちを時の岸

辺に連れて行く。それゆえ再び訪れることのない一瞬一

瞬を全ての命あるものは生きていると言える。共に慶び

迎えようではないか、移り行く季節を。

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、
各公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉
会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必要事
項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベン
ト掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、
開催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容
の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３
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bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

原
稿
は
直
接
選

者
へ
お
送
り
く

だ
さ
い

Vol.8
オオタカが舞うまちづくり

恵
え

良
ら

好
よし

敏
とし

さん （駒木在住）

自
然
観
察
会
を
通
し
て
、
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る

「
流
山
水
と
緑
の
探
偵
団
」
が
発
足

し
て
十
一
年
。
こ
の
代
表
を
務
め

る
恵
良
好
敏
さ
ん
は
、「
観
察
会
に

参
加
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
自

然
観
察
研
究
を
執
筆
す
る
ま
で
に

成
長
し
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
活

動
の
継
続
性
の
大
切
さ
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

現
在
、
恵
良
さ
ん
は
、
オ
オ
タ

カ
の
す
む
市
野
谷
の
森
の
保
全
を

目
的
と
し
た
「
流
山
自
然
観
察
の

森
を
実
現
さ
せ
る
会
」
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
と
や
ま
」
の
理
事

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

恵
良
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
自
然
保
護
活
動
の
人
た
ち
に

よ
り
、
都
市
公
園
の
都
市
林
と
し

て
保
全
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
市

野
谷
の
森
。「
こ
の
森
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
、
新

川
耕
地
、
利
根
運
河
、
江
戸
川
、

大
堀
川
な
ど
を
水
と
緑
の
回
廊

（
コ
リ
ド
ー
ル
）
で
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
す
目
は
輝
や
い
て
い

ま
し
た
。

★
一
部
の
地
域
で
水
圧
が
低
下

西
平
井
浄
水
場
の
電
気
設
備
の

法
定
点
検
実
施
に
伴
い
、
配
水
ポ

ン
プ
な
ど
が
一
時
停
止
す
る
た
め
、

一
部
の
地
域
で
水
圧
不
足
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
節
水
に
ご
協
力
を
。

▽
日
時
＝
12
月
３
日
�
14
時
〜

16
時
▽
水
圧
不
足
が
予
想
さ
れ
る

地
域
＝
南
流
山
１
〜
８
丁
目
、
木
、

鰭
ケ
崎
、
西
平
井
、
宮
園
１
〜
３

丁
目
、
前
平
井
、
後
平
井
、
思
井
、

中
、
芝
崎
、
古
間
木
、
野
々
下
１

〜
６
丁
目
、
長
崎
１
〜
２
丁
目
、

前
ケ
崎
、
向
小
金
１
〜
４
丁
目

□問
水
道
局
�
７
１
５
９
―

５
３

１
７ク

リ
ス
マ
ス
お
話
会
ス
ペ
シ
ャ

ル
▽
日
時
＝
12
月
14
日
�
15
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
内

容
＝
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
栞
」
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５
２
―

３
２
０
０

県
民
手
帳
の
頒
布

２
０
０
３
年
版
県
民
手
帳
を
12

月
２
日
�
か
ら
総
務
課
窓
口
で
頒

布
し
ま
す
。

▽
価
格
＝
ポ
ケ
ッ
ト
版
…
３
５

０
円
、
中
型
版
…
５
５
０
円
※
な

く
な
り
次
第
、
販
売
終
了

□問
総
務
課
�
７
１
５
０
―

６
０

６
７県

税
の
休
日
収
納
窓
口
開
設

▽
開
設
日
＝
12
月
15
日
�
９
時

〜
17
時
▽
場
所
＝
各
支
庁
税
務
課
、

各
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税
事
務

所
（
支
所
を
除
く
）
▽
内
容
＝
自

動
車
税
な
ど
県
税
の
収
納
、
納
税

相
談□問

東
葛
飾
支
庁
税
務
課
�
０
４

７
―

３
６
１
―

２
１
１
２

〈
敬
称
略
〉

【
社
会
福
祉
基
金
へ
】

▽
流
山
市
文
化
協
会
舞
踊
部
＝

三
十
二
万
六
千
百
四
十
八
円
／
茶

豆
蘭
代
表

平
井
浩
太
郎
＝
五
万

円
／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｇ
＆
Ｋ
小
泉
剛

毅
＝
五
万
円
／
流
山
市
歌
謡
演
芸

連
合
会
＝
十
万
五
千
八
百
円
／
21

年
会
会
長
石
和
田
稔
＝
五
万
円
／

吉
成
泰
典
＝
二
万
六
千
円
／
流
山

市
カ
ラ
オ
ケ
演
芸
協
会
＝
五
万
九

千
七
百
八
十
六
円
／
ミ
ル
キ
ー
ウ

ェ
イ
杉
崎
重
和
＝
六
千
八
百
九
十

八
円
／
名
陶
会
会
長
高
田
正
夫
＝

十
万
円
／
国
連
支
援
交
流
協
会
流

山
支
部
＝
一
万
円
／
車
椅
子
を
贈

る
ダ
ン
ス
の
会
＝
移
動
人
形
劇
舞

台
な
ど
／
千
葉
県
旅
行
業
協
会
東

葛
地
区
地
区
長
藤
木
均
＝
車
い
す

３
台【

ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
へ
】

▽
流
山
愛
草
会
会
長
関
口
晋
太

郎
＝
三
万
円

【
育
英
資
金
給
付
基
金
へ
】

▽
流
山
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
代

表
世
話
人
萩
原
好
雄
＝
五
万
円

▽日時＝12月13日�10時30分～12時▽場所＝文化会館▽内容＝人
形劇や手あそびで楽しくすごしましよう▽定員＝20組（先着順）▽
参加費＝無料▽申し込み＝電話またはファックスで文化会館へ

▽日時＝12月17日�10時～11時30分▽場所＝文化会館▽内容＝保
育ボランティアグループ「ひだまり」のメンバーと、遊んだり子育
ての話をするなど▽参加費＝無料▽申し込み＝当日直接会場へ
□問文化会館�７１５８－３４６２／�７１５８－３４４２

乳幼児期の子どもを持つ方の出会いと交流の場

ひだまりルーム

子育てサロン

この調査は市内の物価の動向を把握するため、年３回実施してい
るものです。今回は、９月15日から30日までに市内小売店を対象に
行った、消費生活モニターによる価格調査の結果についてお知らせ
します。買い物をするときの参考にしてください。
□問商工課�７１５０－６０８５

小売価格調査の結果

市内の商店会では、豪華賞品などを用意し
て｢歳末大売り出し｣を行います。※①売り出
し期間②抽選日③賞品／イベント
【富士見台小田急ハイツ商店会】①12月３日
～22日②12月22日③自転車、暖房器具ほか
【江戸川台駅前商店街振興組合】①12月１日～
15日②12月13日～15日③季節にあった豪華賞
品【電話局通り日栄会】①12月６日～15日②
12月14日・15日③自転車ほか【みやぞの商店
会】①12月２日～22日②12月21日・22日③賞
品多数【江戸川台西口学園通り昭和会】①12
月１日～平成15年１月６日②１月６日③ＤＶ
Ｄプレーヤーほか／模擬店（やきそばなど）
【松ケ丘商店会】①12月４日～23日②12月21日
～23日③１万円商品券ほか【平和台銀座通り
商店会】①12月７日まで②12月８日③韓国旅
行、ディズニーシー【江戸川台西口商店会】
①12月１日～15日②12月15日③３万円買物券
ほか／12月１日…シクラメン祭り
□問流山市商工会�７１５８－６１１１（問
い合わせの内容によっては、各商店会等に確
認いただく場合もあります）

豚肉 
鶏肉 
牛乳 
ネギ 
キャベツ 
ダイコン 
ニンジン 
卵（Ｌ） 

186 
168 
238 
216 
207 
207 
207 
221

92 
71 
155 
98 
102 
98 
105 
92

146 
101 
181 
178 
166 
168 
149 
185

しょうゆ 
ソース 
ケチャップ 
マヨネーズ 
洗濯洗剤 
シャンプー 
歯磨き粉 

323 
312 
312 
330 
522 
732 
312

207 
186 
207 
186 
312 
498 
176

268 
273 
261 
263 
429 
638 
234

（単価：円） 小売価格調査結果表 

平均 底値 高値 品　　目 平均 底値 高値 品　　目 
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流山市役所 
秘書広報課 
�7150-6063

〒270-0192

地域の話題を 
おしえてください 

ハロウィーンで
子どもたちとお年寄りが交流

帰りは両手が
お菓子でいっぱい

東部中学校の2年生178人が10月31日を
中心に、市内外130カ所の事業所で1日がか
りの職場体験学習を行いました。体験場所は、
消防署やレストラン、幼稚園、病院、スーパ
ーなどさまざまで、いずれも生徒たちが希望
した事業所。消防署では、火災のときに使用
する酸素ボンベを装着しての訓練を体験し、
その重さや脱着手順の難しさに驚いていまし
た。

十
月
二
十
七
日
、
加
岸
子
ど

も
会
が
「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ

ー
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
地
元
の
敬
寿
会
な
ど
の
協

力
で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
三

十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
手
作
り

の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、「
お

菓
子
を
く
れ
な
き
ゃ
　
い
た
ず

ら
し
ち
ゃ
う
ぞ
」
と
言
い
な
が

ら
、
お
年
寄
り
の
家
を
訪
問
し

ま
し
た
。「
知
ら
な
い
お
う
ち

に
行
く
の
は
、
始
め
は
緊
張
し

た
け
ど
、
昔
の
遊
び
を
教
わ
っ

た
り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
す
子
ど
も

た
ち
の
両
手
は
、
お
年
寄
り
が

用
意
し
た
お
菓
子
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

― 八木南小学校 ― 
第 8 回  

東部中の生徒が職場体験
希 望 の 職 場 で 大 奮 闘

第
52
回
流
山
市
少
年
野
球
秋
季
大
会

加
岸
ベ
ア
ー
ズ
が
　
連
覇

東

葛

大

会

で

も

優

勝

第52回流山市少年野球秋季大会が9月29日から10月20日まで行
われ、運動公園野球場などを舞台に熱戦を展開しました。その結果、
21チームが参加したＡブロックでは、加岸ベアーズが決勝戦で初石
クーガーズに6対4の逆転勝ちで、春・夏に続き3連覇を達成。Ｂブロ
ックでは、長崎FLBが優勝しました。また、加岸ベアーズは、11月
17日・24日に行われた第25回東葛飾地区少年野球秋季大会に出場
し、見事、初優勝しました。

税
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
お
う

と
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で

中
学
生
に
よ
る
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
こ
と
し

も
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
自
分
の
体
験
を
も

と
に
税
の
大
切
さ
を
考
え
た
浅
川
達

志
さ
ん
（
常
盤
松
中
三
年
）
と
未
来

の
た
め
に
税
を
考
え
た
石
山
仁
加
さ

ん
（
南
流
山
中
三
年
）
が
千
葉
県
納

税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

千
葉
県
の
科
学
技
術
を

担
う
人
材
の
育
成
と
科
学

技
術
教
育
の
振
興
を
目
的

に
、
千
葉
県
児
童
生
徒
・

教
職
員
科
学
作
品
展
が
行

わ
れ
、
科
学
工
夫
作
品
の

部
で
「
双
眼
鏡
装
着
ア
タ

ッ
チ
メ
ン
ト
」
を
作
製
し

た
加
藤
貴
成
さ
ん
（
北
部

中
一
年
）
が
県
知
事
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
各
部
門
の
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
。

〈
敬
称
略
〉

【
科
学
工
夫
作
品
の
部
】

▽
県
教
育
長
賞
＝
齋
藤

研
亮
（
流
山
北
小
６
年
）

▽
千
葉
県
教
育
研
究
会
理

科
教
育
部
会
長
賞
＝
加
田

大
起（
江
戸
川
台
小
５
年
）

▽
優
良
賞
＝
吉
井
理
恵

（
西
初
石
小
１
年
）
▽
奨

励
賞
＝
新
倉
康
明
（
新
川

小
４
年
）
／
山
形
直
也

（
東
深
井
中
３
年
）

【
科
学
論
文
の
部
】

▽
読
売
新
聞
社
賞
＝
室

井
美
生（
西
初
石
小
３
年
）

▽
優
秀
賞
＝
中
村
悠
（
南

部
中
３
年
）
▽
優
良
賞
＝

千
葉
鈴
菜
（
東
小
１

年
）
／
田
中
慶
（
東
部
中

１
年
）

ま
た
、
松
戸
税
務
署
管
内
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
長
賞
の
最
優
秀
賞
と

優
秀
賞
は
次
の
と
お
り
。

〈
敬
称
略
〉

▽
最
優
秀
賞
＝
松
本
莉
奈
（
八
木

中
３
年
）
▽
優
秀
賞
＝
井
川
夏
那
子

（
八
木
中
３
年
）
／
石
井
ゆ
み
（
西
初

石
中
３
年
）
／
臼
木
弥
生
（
北
部
中

３
年
）
／
神
長
あ
ゆ
み
（
東
深
井
中

３
年
）
／
鈴
木
智
恵
（
南
流
山
中
３

年
）
／
中
村
遼
（
南
部
中
３
年
）
／

真
野
健
太
（
東
部
中
３
年
）

 
加藤貴成さん（北部中1年）が 
　　　　      県知事賞を受賞 

科学作品展 
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浅
川
達
志
さ
ん（
常
盤
松
中
） 

石
山
仁
加
さ
ん（
南
流
山
中
） 

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

が 

千
葉
県
納
税
貯
蓄
組
合 

総

連

合

会

長

賞

 

「みんなでささえあうあったかい地域づくり」をスローガンに、12月1日から31日まで「歳末たす
けあい運動」を展開。皆さんの心温まる善意を□問流山市社会福祉協議会�７１５９－４７３５
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